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はじめに

半導体総合研究所は、９４年の春からアジアに関連した調査プロジェクトを企画し、内容と具体

的な調査方法の検討を始めた。背景には、日本国内からアジア地区に電子機器の生産が移転、それ

に伴って半導体の需要に影響が出始めたことにある。直接の目的は、半導体の需要がどのように変

化するか、それは世界の半導体産業なかんずく需要先である電子機器産業にいかなる衝撃をもたら

すか、これらを探り将来を展望することにある。

目的を達成するためにプロジェクトは大きく二つlこ分け、まず半導体の需要側としてユーザー調

査を９４年の夏から秋に行った。後半はパート２として供給側、つまり半導体メーカーの分析をお

こなった。供給側、需要側の分析に並行して日本とアジアの市場比較も出来る限り試みた。これは、

単にアジアのみを捉えるのでなく日本との比較を通じてアジアの特色、日本の役割がより明確にな

ると考えたからである。

このレポートは、パート２として、全体はアジア諸国が著しい発展をみせ、９０年台の後半もそ

のペースは継続される内容となっている。曰本は、成長は劣るが、アジア諸国に比べ産業規模はも

とより、市場規模も大きく共に発展するというのが我々の見方である。個々の分野に限れば競争は

激化し、日本からアジアに中心は移転する分野も少なくない。しかし、単なる競争と捉えずに、日

本を含めたアジア太平洋地域で進行している相互依存、役害Ｉ。分担の変化をレポートは、多角的に

分析している。例えば半導体の場合、アジア地区は欧米に比べ日系半導体メーカーにとって最大の

海外市場であり、その傾向は今後より顕著になろう。他方、曰本の半導体の輸入は急増しているが、

それまでの米国に変わり９４年でアジアからの輸入が最大の比率を占めた。

２１世紀に向けてアジアと日本の依存は深まる一方であろう。このところの超円高は、曰本単独

でみた場合は、輸出の競争力低下から暗い影を投げかけている。しかし、もう少し視野を広げてみ

ると別の姿も浮かび上がる。アジアの発展であり、ここ２－３年でアジア主要国（８カ国）合計の

電子エ業は日本と同規模になろう。この予測は、その前提として日本が縮小するのでなくアジアの

成長が日本より高いことからもたらされた。

アジアの電子エ業が発展するのは日本や欧米から積極的な投資が大きな要因であり、独力での発

展には限界があるのは、明らかである。アジアで日系電子機器メーカーの生産が全体に占める比率

は少なくとも３分の１であり、実際は半分近くに達していよう。日系半導体メーカーのシェアは半

分あるいはそれ以上とみられる。

見方を変えればアジアの発展は日本の発展であり、プラス指向の企業は．アジアと日本を複眼で

みて今後は従来から倍（アジアと日本の合計）の市場を相手に発展できよう.日本だけ、あるいは

アジアのみ、さらにはアジアと日本を別市場と考える企業は、相互依存の高まりのなかで、有望な

市場を失う可能性がある。

レポートは、曰本とアジアの関連だけでなく欧米メーカーの活動にも触れている。半導体でいえ

ば曰系や韓国、台湾の地場メーカーに劣らず欧米系もアジアでの活動は、活発だ。例えば、ここ２

－３年の新設。増設半導体エ場数で比較すれば、日系に劣らず。欧米。地場も互角に近い。アジア

市場が発展することがここでも示されている。

今回の予測は９７年までだが、データが未整備で実態をつかむのが限界ある面も少なくなかった。

とくにアジアの半導体消費は、利用される電子機器の生産に比べると高めになっている。その結果、

成長は鈍化するというのがシナリオで、他の調査会社に比べたら厳しい見方となろう。しかし、

我々の経験と分析。予測手法を＋分に駆使した結果だ。その内容は当初の研究目的を一通り達成し

たと自負している。最後に調査プロジェクト遂行に御協力をいただいた関係者に心から御礼したい。

とくに何回かにわたるアンケートへの回答、面談、現地調査等時間をさいていただいた方々には厚

く御礼する。

半導体総合研究所代表取締役大竹修

(株）半導体総合研究所１９９５年４月著作権所有(C）ＳＲＬｍｅﾉmpacfofEmehgmgAs/a"Mam(efRaﾉＴ２ 



|目次

総論 １ 

１．アジアでの日系半導体メーカー…………

１－１.日系１９社アジアで３１．７％増……

１－２．アジア比率は全体の２割へ…………

１－３．成長頭はヤマハとローム．…………

１－４.日系メーカーのアジアでのシェア増える

１－５．９５年も強気な見方………－－…

８
８
８
９
０
０
 

１
１
 

２.曰本からアジアへの半導体輸出………………………

２－１．日本からアジアへの半導体輸出好調、５年で倍増－－．

２－２．完成品を上回る伸び、非実装………．……………

２－３．マレーシア向けに１４２億個．……………………

２－４．ＭＯＳロジック、マイクロ、アナログＩＣが三大輸出品目

1１ 

１１ 

１１ 

１２ 

１３ 

３．増強相次ぐ日系半導体メーカーの現地生産……

３－１．生産拠点としてのアジア………………

３－２.個別半導体のアジア生産、国内生産で近づく

３－３．アナログｌＣは国内生産の４分の１に上昇

３－４.デジタルｌＣは国内の７％……………

３－５.エ場新設、増設相次ぐ．………………

３－６．現地生産の仕向先．……．……………

５
５
６
７
７
８
９
 

１
１
１
１
１
１
１
 

４．好機至l]来、大躍進のアジア半導体メーカー………………………

４－１．韓国と台湾……………………………………………

４－２．韓国、９５年は４１％増？………………………………．

４－３・台湾、８インチ最新エ場に８０億ドル投資……………………

４－４．日本の対応……………………………………………

４－４－１.半導体メーカーの視点………………………………中

４－４－２．韓国、これからが負担増大……………………………中

４－４－３製造装置メーカーの視点………………………………

４－４－－４。材料メーカーの視点……－－－………………－－…

４－５・台湾、いつせい投資の行方は？………………………………

４－６・韓国、台湾成功の鍵は…．……………－－……～……

４－７．その他アジアの半導体メーカー…………………………．…

４－８．アジアと日本の半導体産業－－－－………………………

４－８－１．９７年でアジアは日本の半分に、メモリではアジアが抜く……

４－８－２．消費規模は接近………………………………………

４－８－３．輸出、アジア、日本と同規模に…………………………

４－８－４.輸入は日本が接近……………………………………

１
１
１
２
２
２
３
３
３
４
５
６
６
６
７
７
８
 

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
 

５．急増するアジアからの半導体輸入 3０ 

SRLme1mpacfofEmeUmgAs砲nMaﾉfkefPalf2 (株）半導体総合研究所１９９５年４月著作極所有(0）



アジアからの輸入、米国を抜く……………………

台湾、韓国からの輸入が中心………＿…．………

アジアからの輸入、メモリ中心からロジックなどに広がる

５－１． 

５－２． 

５－３． 

3０ 

３０ 

３１ 

６．欧米メーカーの対応……………………………………………．…

６－１.欧米メーカーにとってアジア市場の役割……………………………

６－２.重要性増すアジア戦略………………．…………………………

６－３・モトローラ、アジアで日系ユーザー支援強化……………－－…－－

６－４．対応早い外資も………………………………－－…．…－－

６－５.日系、欧米系に区分……………………………………………

２
２
２
２
２
２
 

３
３
３
３
３
３
 

７．アジアの電子産業と電子機器生産…………………

７－１．電子産業と半導体の需要先の電子機器……．……

７－２．電子産業の生産規模、日本とアジア８カ国の差縮小．

７－３．電子産業の消費規模、９７年にアジアは日本と同規模

７－４．電子産業の輸出規模、日本上回るアジア…………

７－５．電子産業の輸入規模、日本アジアに近づく………

７－６．日本とアジア、電子産業展望…………………

７－７．電子機器生産、金額面での日本とアジアの比較……

７－８．アジアでの電子機器、国別発展分野…………～

７－９.分野別でみた発展………．…………………

７－１０.ユーザーの開発。生産の分離…．……………

７－１１・アジアでの半導体使用比率の増大……………

４
４
４
４
５
６
６
６
８
８
８
９
 

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
 

８．アジアでの半導体消費………………

８－１．アジアの半導体市場規模？見方混在

８－２．国別市場規模…………………

８－３．品目別市場規模．………………

８－４・アジアでの日系ユーザー…………

０
０
０
１
１
 

４
４
４
４
４
 

９･アジアの日系半導体商社……

９－１．売上げの１１．４％がアジア

９－２．日系商社の営業拠点……

９－３．営業拠点の人員……．…

３
３
３
６
 

４
４
４
４
 

１０．成功戦略と落とし穴…．…………………

１０－１．半導体需要構造の変化に伴う供給体制の検討

１０－２・日本企業、「国内」対「アジア」………

１０－３．「低価格製品ライン」対「高付加価値製品」

１０－４．資源配置と具体策．……．……………

１０－５.アジア型営業体制……………………

１０－６．日本とアジア、真の一体化……………

１０－７．落とし穴は？………………………

１０－８．２１世紀に向けての環境変化…．………

７
７
７
７
８
９
０
１
２
 

４
４
４
４
４
４
５
５
５
 

(株）半導体総合研究所１９９５年４月著作権所有(O）ＳＲＬｍｅﾉmpacfofEmeU/ngAsjanMakkefPalf2 



|表＝:覧’

日系半導体メーカーのアジアでの推定売上げ…………－－…………………８

アジアの半導体市場規模と国籍別シェア推定…………………………………９

為替推移一覧…………………………………………－－………－１０

日本からアジア８カ国向け品目別金額および構成比…………………～……－１４

日系企業のアジア生産対日本国内生産……………………………．………１５

曰系半導体メーカーのアジアでの生産（個別半導体）………………“………１６

日系半導体メーカーのアジアでの生産（アナログ｜Ｃ）………………………１７

日系半導体メーカーのアジアでの生産（デジタル｜Ｃ）………………………１８

アジア地区での新設／計画エ場一覧……………………………………－１９

韓国半導体メーカーの推定半導体売上げ……………………………………２１

三星電子９４年結果……………………………………………………２２

台湾での８インチライン投資…………－－－…………………………２４

台湾半導体産業の将来計画…咄…………………………………………２５

アジアの半導体市場規模……．…………………………………………４０

主要商社売上げ（９４年度連結推定）………………………………－．…４３

アジアにおける主要商社の営業拠点………………………………………４４

各営業拠点の人員………………………………．……………………４５

営業拠点の形態別内訳…－－………．…………………………………４６

アジア８カ国貿易収支…………………………………………－－…５２

|図会覧’

１
２
２
２
３
３
４
１
３
３
６
７
７
８
８
９
０
１
１
４
 

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
 

曰本の半導体輸出（完成品）……………………………………………

日本の半導体輸出（非実装品）……．……………………………………

個別半導体数量………………………………………………………

アナログ数量…．…………………．…………………………………

デジタル数量…………………………………………………………

日本からアジア８カ国向け輸出品目別構成比………．………………………

日本の半導体輸出（アジア８カ国）………………………………………

主要韓国半導体メーカーの生産額…………………………………………

台湾のｌＣ生産推移…………．……………………………．…………

韓国半導体産業の輸出先地域別、製品別構成（９４年）．………………………

半導体国別生産全体（日本とアジア８カ国）……………………………．…

半導体国別生産全体（アジア８カ国）…………．…………………………

半導体国別輸出全体（日本とアジア８カ国）………………………………．

半導体国別輸出全体（アジア８カ国）……………………………………．

半導体国別輸入全体（日本とアジア８カ国）…………………………………

半導体国別輸入全体（アジア８カ国）…………………………………．…

日本の半導体輸入………………………………………………………

日本の半導体輸入（韓国と台湾）…………………………………………

日本の半導体輸入（アジア８カ国）………………………………………

電子産業国別生産全体（日本とアジア８カ国）………………………………

(株）半導体総合研究所１９９５年４月著作権所有(C）ＳＲＬ７ｈｅﾉmpacfofEme/gﾉｎｇＡｓ/anMaﾉkefPa'T２ 



５
５
６
７
７
８
０
１
１
１
 

３
３
３
３
３
３
４
４
５
５
 

電子産業国別消費全体（日本とアジア８カ国）…………－……－…………

電子産業国別輸出全体（日本とアジア８カ国）………………………………

電子産業国別輸入全体（日本とアジア８カ国）………………………………

電子機器国別生産全体（曰本とアジア８カ国）………………………………

電子機器国別生産全体（アジア８カ国）………………－－………………

電子産業生産品目別構成比（アジア８カ国）………………………－………

半導体国別消費全体（日本とアジア８カ国）……………………．…………

半導体国別消費全体（アジア８カ国）……－．……………………………

半導体貿易格差国別全体（完成品）………………………………………

半導体貿易格差国別全体（非実装品）……………．………………………

|篭のＩ他’

台湾、コンピュータ化への支出をＧＮＰの３．５％に

ＤＲＡＭ払底、台湾市場……………………

2９ 

３９ 

(株）半導体総合研究所１９９５年４月著作権所有(C）ＳＲＬｍｅﾉﾉ７７pacfofEmeﾉﾛﾉｎｇＡｓｊａｎＭａｌｋｅｆＰａ姉２



F■■■■■■■■■■■■■■母■■■■■■■■－面■■■凸■■■■■■■吟■■巳■■■■●■■■■■■■■■句碑幻□■Ｐ向印■ヰロニロ■■■■■■■■■曲曲■■■■●●■⑫■■■●●■●■■■■■巴巳■■●ぬ■●●●、●じゆ■■■■■■■巴■■■■■■■■凸■■■■■■■■Ｃ■旬印Ｐ■■■■■■■■■￣申ら

アジアが注目されている。家電に代表される日本からの電子機器の生産移転、

パソコンや周辺機器では世界の生産基地といわれるほどだ。その活気、日々の変

化、激しい競争は､世界規模の競争時代（メガコンペティション）といわれる現

代の中心地域がアジアであることを示していよう。この報告書は、変化が激しい

アジアを単なる急成長地域としての見方でなく、日本との比較､地元の対応、相

互依存の観点からまとめた。日系メーカー、地元メーカー、貿易が柱であり、欧

米の対応にもふれている。

世界的に８０年代は「日本で成功することが世界市場で成功する条件」といわ

れたが、２１世紀に向けて「アジアでも成功することが世界での成功につなが

る」ことになろう。見方を変えればアジア単独での発展は限界があり、日本や欧

米は「アジアの活力」抜きでは、成長を大きく望めないからだ。

半導体総合研究所は、アジアでの半導体需給に関して総合的な分析を進めてきたが、次のような

結論を得た。

１）アジア地区での日系半導体メーカー１９社の推定売上げは９４年度で前期比３１．７％増の９１

９２２億円に達したとみられる。売上げ全体に占める同地区の比率は前年度から８ポイント近く上

昇し１９，６％になったとみられる。

２）日本からのアジア９カ国向け半導体輸出は９４年で前年比２６，８％増の９，５２１億円に達し

た。これはわが国半導体輸出全体の約半分を占め、その比率は９３年から１，１ポイント上昇した。

３）アジアでの現地生産も増え、日系メーカーの生産は９４年度で日本国内の生産に比較（数量）

して個別半導体は８０％、アナログエＣは２５％、デジタルＩＣは７％に達したとみられる。新エ

場の建設、既存エ場の増強が相次いでいることからアジアでの生産はさらに増えよう。

４）韓国、台湾に代表される地元アジア半導体メーカーは急成長を遂げており、設備を増強してい

ることから、世界の半導体メーカーの中でここ当面最も高い成長を成し遂げる可能性がある。外資

も含めたアジアでの半導体生産は９４年では日本の８分の１だが、９７年には半分と予測される。

５）アジアからの日本への半導体輸入は急増しており、９４年はアジアからの輸入が全体の半分を

占め、地域別ではこれまで首位の米国を抜いた。

－１ 

(株）半導体総合研究所１９９５年４月著作権所有(C）SRL7helmpaclofEme'ＵｊｎｇＡｓｊａｎＭａﾉkelPa汀２



６）アジアの半導体市場の成長に合わせて欧米半導体メーカーも市場開拓を強化、新エ場の建設件

数で比較すると日系に劣らず地元、欧米系それぞれ強化している。

7）アジアの電子産業の成長は日本の倍とみられ、９７年には日本と同等の規模が見込まれる。

8）これに伴ってアジアでの半導体消費も増大、日本の規模に接近する。

９）日系半導体商社はこぞってアジア地区に営業拠点を開設しており、アジアでの売上げが増えて

いる。

１０）アジアと日本は電子工業および半導体産業ともに生産、貿易面での相互依存性が増し、企業

は内外を問わず、この波に乗れるところが大きな成長を図れよう。

半導体総合研究所は、９４年の春からアジアを中心とした半導体の需給分析を開始、その一環と

して９４年秋には日系半導体ユーザー調査を完了、引き続き供給側の動向を分析してきた。その結

果の概要を以下、紹介する。

国内の３倍の成長

アジア地区での半導体消費の急増に伴って半導

体各社の同地区での売上げは好調だ。日系１９社

の場合、全体売上げは９４年度で前年度比１１，

７％増の約５兆円と見られるに対しアジア地区の

それは３倍近くの伸びを示した。売上げ全体に占

める同地区の比率は９３年度の１６６％から９４

年度は１９．６％に達したとみられる。全体に占め

るアジア地区の売上げ比率が高いのはヤマハ（９

４年度推定４２３％）、三洋電機（同４０，

３％）等で同地区での売上げが全体の半分近くに

増えた。伸び率ではヤマハ（同１４３３％）、

ローム（同７７Ⅲ９％）、ソニー（同６３８％）

等が高い成長を確保したようだ。

日系メーカーの半導体推定売上げ
（単位＝１ｏ億円）

９３年９４年変化率

日系半導体メーカーの
4,540.85,070.911.7 推定売上げ（年度）

日系半導体メーカーの 753.3992.2３１.７ 
アジア推定売上げ(年度）

全休売上げに対する １６．６％１９．６％２.ｇ８ 
アジア比率

出所＝半導体総合研究所

日系メーカーのアジア組立て製品の推定仕向け先

域内｜曰本｜米国｜欧州

９３年’43.1％’３７０％’１４．４％’5.5％

９４年｜’４８５％’35.7％’12.9961３．０％

変化率 ５４１△１．４１△1．５１△2.5 

出所＝半導体総合研究所

日系メーカーのシェア増大

日系半導体メーカーのアジア市場での推定シェアは９４

年で４２３％に達したとみられ、アジア系（地元韓国、

台湾メーカー等）、欧米系に比べて大きく伸ばした。

これは、日本国内からのアジア地区への電子機器の生産移

転に日系半導体メーカーが対応、とくに家電製品向けで大

増産が功を奏したのに加え、パソコン、情報通信機器向け

でも日系が売上げを伸ばしたことがあげられよう。ただ

半導体メーカー国籍別推定シェア
（アジア市場）

９３年’９４年｜・変化率

曰系 4.1 38.2％’４２３％ 

アジア系’16.2％’19.5％ 3.3 

欧米系 456％’38.2％’－７．４ 

出所＝半導体総合研究所

し、表の数字はあくまで目安でしかなく、日本メーカー売上げは基本的に３月末締めの９４年度、

－２－ 

SRLｍｅ/mpacfofEmeU/"ｇＡｓ/ａｎ〃a'kefPa死2 （株）半導体総合研究所１９９５年４月著作権所有(C）

９３年 ９４年 変化率

日系半導体メーカーの
推定売上げ（年度） 41540.8 5.070.9 1１．７ 

日系半導体メーカーの
アジア推定売上げ《年度）

753.3 992.2 31.7 

全休売上げに対する
アジア比率

１６．６％ １９．６％ ２９８ 

域内 曰本 米国 欧州

９３年 43.1％ 37.０％ 14.4％ 5.5％ 

９４年 48.5％ 35.7％ 12.9％ 3.0％ 

変化率 ５．４ ▲１．４ ▲１．５ Ａ２Ｐｉ 

９３年 ９４年 変化率

日系 38.2％ 凸坦３％ ４１ 

アジア系 １６２％ １９．５％ ３３ 

欧米系 45.6％ 3８．２ -7.4 
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日本からアジア９カ国向け非実装半導体輸出日本の半導体輸入
（１０僅円）

９３年’９４年｜変化率
９３年’９４年｜変化率地域別

個別 40.191４７．１６１１８．１％ 

全体 4２９．６１５８６．５１36.5％ 金額．
（１０億円） デジタル'’147.91230.2155.6％

北米 225.71２７４．１１21.4％ 
アナログ'’２０１１２３．５１１７．１％

欧州 1７．９１１７．５１－２４％ 
個別 40.751４４．６６１１７．０％ 

アジアその他 1８５．９１294.9158.6％ 数量
(１０匝佃） デジタル’２２１２．６１１９７％

うちアジア９カ国’１８１．１１２９２．６１58.9％
アナログ’１．９１２．３１２０．９％

[ユニタ函函一一

半導体市場規模は、半導体総合研究所の推定での１２月末締め歴年で比較している。いずれにして

も好調な日本からの輸出にみられるように日系のシェアが増えたことは間違いないとみられる。

「輸出」対「現地生産」

日本からアジア市場をみた場合の特徴は、半導体の輸出の最大の仕向先であるととも日本で前工

程を処理して比較的に労働集約的な組立。検査（後工程）をアジア地区で行う生産の最大拠点と

なっていることだ。９４年は日本からの半導体完成品のアジア向け輸出が２６，８％増となったのに

対し、現地組立用の非実装（前エ程処理したチップないしウェーハ）製品の輸出は金額比較で４４

７％増となり、完成品輸出の伸び率を大きく上回った。日系メーカーによる同地区での組立は、大

幅な伸びとなり、また、現地組立さらに現地供給の比率は９３年度の４３％から９４年度は４８％

と５ポイント高まったとみられる。ただし、現地組立、現地供給が日系半導体メーカーの同地区で

の供給（販売）全体に占める比率は２割前後とみられ、ユーザーから見た場合の現地調達率は、必

ずしも他の電子部品等に比べ高くない。

－３－ 

(株）半導体総合研究所１９９５年４月著作権所有(O）SRL7heﾉmpacfofEmeU/ngAs/anMaﾉﾏkelPalT2 

日本からのアジア９
（１０ 

]国向け半導体輸出

９３年 ９４年 変化率

完成品 751.0 9５２１ 26.8％ 

非実装 280.2 301.1 44.7％ 

｜日本からアジア９ 力国向け吾F実装半導 体輸出

９３年 ９４年 変化率

金額
【１０値円】

個別

デジタル

アナログ

40.19 

1４７ 

２０ 

47.16 

230 

2３ 

1ａ1％ 

55.6％ 

17.1％ 

数量
(１０憧佃］

個別

デジタル

アナログ

4０ 

1.9 

44.〔

２３ 

17.0％ 

19.7％ 

20.9％ 



現地組立の利点は日本に比べ労務費が安く、かつ－部の材料（汎用樹脂や封止材、汎用金属材料

など）では、安く入手出来ることが指摘されている。その結果、日本国内での一貫生産（前エ程お

よび後エ程全て日本で行う）品に比べ割安な半導体が増えており、とくに現地ユーザーは、組立の

現地化を強く半導体メーカーに望んでいる。

今後アジア地区での日系半導体メーカーの現地生産は高まることが必至であり、とくに家電製品

向けの個別半導体やアナログＩＣ、一部の低価格マイコン（ＭＣＵ）、低価格ロジック製品は、基

本的にはアジア組立ということになりそうだ。９５年初めの急激な円高は、この傾向に拍車をかけ

ることが予想され、今後も同地区で日系半導体メーカーが組立エ場を増強あるいは新設することが

相次ぐことになりそうだ。

一方、前エ程では日系でアジア地区で稼働させているのは、９４年８月稼働した日本電気の中国

での合弁を除き、実現していない。沖電気と三菱電機が台湾で合弁で９６年に生産を行う準備を進

めており、今後は着実に増えよう。ただし、半導体の前工程を行うには、電力、用水、材料、装置

等の調達が整備された周辺環境が必要であり、米国半導体産業が国内で前エ程を行い、組立はアジ

ア地区で行っているのが主流になっているようにアジア地区での前工程工場の設置は環境整備と平

行して行われることから時間を要しよう。

地元メーカー、「内需」対「外需」

韓国、台湾に代表されるアジアでの地元半導体メーカーの生産は、９４年（暦年）で前年比５５

０％増の約１３１億ドルに達したとみられる。このうち韓国は同６１，７％増の８５億ドルで６４，

９％の比率を占め、前年から２，９ポイント上昇した。地元メーカーの成長率は８０年代の後半から

世界平均を大||層に上回る伸びで今後も高い成長が続くとみられる。ただし、地元メーカーが自国市

場に供給する比率は低く、輸入半導体への依存度はアジア９カ国合計で８９年の８６，７％から９４

年は８４，９％とほとんど変わっていない。これは韓国メーカーは仕向先が９４年で輸出比率が９

０％（輸出全体のうち日本以外のアジアその他は８２０％、日本向けは１４`９％）、台湾は輸出

比率が約半分と地元メーカーが輸出指向であることが反映している。

日本の半導体輸入、アジアから急増

アジア地区の半導体メーカーが力を付けてきていることは、日本の半導体輸入がアジア地区から

急増していることでも示されている。９４年でアジア８カ国からの輸入は輸入全体の半分に達し、

常に最大の比率をみせていた米国を上回った。とくに韓国、台湾からの輸入が増え、製品別でも前

年比倍増のメモリが全体の５５，６％を占め、ロジックは構成比８０％と少ないが９割以上増えた。

欧米も対応

日本とアジアの接近の中にあって欧米メーカーは新たな対応策を打ち出している。とくに日本の

電子機器ユーザーがアジア地区に移転、半導体需要も変化が生じていることからアジアでの日系

ユーザーに対する支援を強化し始めた。これは大きな半導体ユーザーである日系メーカーの電子機

器の設計が日本で行われ、半導体のデザインインも同時に行われ、実際の量産はアジアという例が

頻発、単にアジアあるいは日本だけで活動するのでなく日本とアジアの組織が連携した営業活動が

不可欠という声が増えてきたことに応じたものだ。

－４－ 

(株）半導体総合研究所１９９５年４月著作権所有(C）ＳＲＬｍｅ/mpaclofEmeﾉg/ngAsjanMa/kefPa〃2



アジアの電子産業

今回の調査では、アジア諸国の統計

をもとに電子産業全体について日本と

比較を行った。それによれば全体（こ

の場合、電子機器生産に半導体を含め

た電子部品が入る）では９４年におい

て日本はアジア８カ国に比べ約６割規

模的に上回っており、９７年ではその

差は４割弱になるとみられる。また、

電子産業を輸出、輸入、消費（内需）

に分けてみると、内需では日本が９４

年は２割弱上回る（輸出比率が高い）

が９７年ではほぼ同等とみられ、アジ

アと日本をあわせれば９４年の２，５６

２億ドル（約２５兆円）から９７年は

３１４６３億ドル（約３６兆円）と巨大

市場が出現することになる。アジアの

電子産業は８カ国合計で従来の民生用

電子機器中心から９７年には'盾報機器

が民生を上回り、それぞれ４割前後を

占めるとみられる。

日本とアジア、電子産業と半導体産業
（単位＝１００万ドル）

電子産業年平均成長率

('94-,97） ('８９－，９４） ９７年８９年’９４年生産

５２％ 日本 5.3％ 2491527 214,045 165,445 

10.1％ アジア １０．２％ 180Ｐ85 1３４，８１７ 82,991 

消費

日本 8.4％ 5.8％ 138,644 176,442 104,526 

アジア １３０％ １５．１％ 169,581 117,596 58,274 

輸出

曰本 7.2％ 7.0％ 12algo 102,488 73,179 

アジア 7.7％ １２．６％ 75,207 135,912 169,872 

輸入

日本 252％ １７．２％ 5３，１０５ 12260 2７，０８７ 

アジア 103％ 18.6％ 118,691 159,368 50,490 

年平均成長率半導体産業

('９４－'９７） ('８９-'９４） 生産’８９年’９４年’９７年

日本 8.2％ １０８％ ３８W845 5２１８６９ 261193 

アジア 30.7％ ３９．７％ 2,475 1３，１７０ 2９１３８９ 

消費

日本 ６３％ １３．２％ 27i443 39765 20,178 

アジア １１．０％ １８．１％ 31763 1０，１０６ 2３，２２７ 

輸出

半導体消費は接近

半導体消費で比べれば８９年は日本

がアジア８カ国に対し倍近い規模を

誇っていたのが９４年は２割弱となり

接近、しかし、日本市場は９４年から

パソコンや移動体通信、ワイドＴＶ、

カーナビゲーション等、新分野の需要

が増え、円高の影響もあって見掛け上

日本 １６．１％ １３７％ 25229 8,134 1７，１６４ 

アジア ３４．５％ 53.5％ 9,671 23,517 1,134 

輸入

日本 28.1％ ２２１％ 2，１１９ 5,762 1２，１２５ 

アジア ９５％ 17.6％ 251891 8,765 19,728 

出所＝半導体総合研究所

アジア＝アジア８カ国９５年以降の為替レートは$1.00=\95.0

は伸びは低いながら増加すると予測した。

これに対しアジアでの半導体消費の伸びは９４年は３０６％、９５年は１５，８％と高いが急成

長の反動も懸念され、９７年の成長は５５％に鈍化しよう。品目別でもアジア電子産業が情報通信

機器に比重を移していることからマイクロ、メモリ、ロジックが３大成長製品となりそうだ。

アジアで活動強化する日系半導体商社

半導体総合研究所で調べたところによれば日系半導体商社もアジアで活動を強化している。アジ

ア地区では判明したところだけでも３８社が合計１２４の営業拠点を設け、総勢５００名近い要員

（－部他部門含む）が活動している。活動の中心はシンガポール、香港、台湾の３カ国であり、ア

ジアでの売上げは平均して全体の１割強まで増加している。

－５－ 

(株）半導体総合研究所１９９５年４月著作権所有(C）SRL7heﾉmpacfcrEmeﾉﾛﾉngAs砲ｎＭａﾉkefPalf2

生産 ８９年 ９４年 ９７年 (,89-,94） ('94-,97） 

日本 165,“５ 214,045 249,527 5.3％ 5.2％ 

アジア 82,991 134,817 180,085 10.2％ 10.1％ 

消費

日本 104,526 138.6491 176,442 5.8％ 8.4％ 

アジア 58]274 1１７，596 169,581 15.1％ １３０％ 

輸出

日本 73,179 1021488 126,190 7.0％ 7.2％ 

アジア 75,207 135,912 169,872 12.6％ 7.7％ 

輸入

日本 12260 ７．０８７ 53.105 17.2％ ２５２％ 

アジア 50,490 １１８，６９１ 159,368 18.6％ 10.3％ 

生産 ８９年 ９４年 ９７年 (]８９－，９４） (’94-,97） 

日本 26,193 ３８β45 52,869 ａ２％ １０．８％ 

アジア 2,475 1３０１７０ 29,389 39.7％ 30.7％ 

消費

日本 ２０，１７８ 271443 391765 6.3％ １３２％ 

アジア 1０，１０６ 231227 31763 18.1％ １１．０％ 

輸出

日本 8,134 1７，１６４ ２月フワロ 16.1％ １３．７％ 

アジア 1,134 9,671 23,517 53.5％ ３４５％ 

輸入

日本 2.119 5.762 1２，１２５ 22.1％ ２８．１％ 

アジア 8,765 19,728 25,891 17.6％ ９５％ 



国別消費動向

今回の調査によれば、アジア９カ国の半導体市場規

模は９４年で前年比３０６％増の２３１億ドルに達

した。この数字は先に紹介したＷＳＴＳの１９１億ド

ルに比べ２割大きいがＷＳＴＳでは、台湾半導体メー

カーが加盟していないなど計算方式の違いがあるとみ

られる。市場としてみた最大規模は台湾の５９億ドル

（前年比２０１％増）、次いでシンガポールの５４

億ドル（同４２６％増）、香港の３９億ドル（同２

１１２％増）、韓国の３５億ドル（同２０，０％増）が

上位４カ国である。シンガポール、香港等の消費金額

は一部第三国での消費分が含まれる。

アジア８カ国電子産業推定生産額
（１００万ドル）

９３年’９４年｜変化率

OＨｌＮＡ 23,308131,0101３３０％ 

HONGKONG 8,5021８，９４５１5.2％ 

KOREA 27,180131,1481146％ 

MALAYSlA 12,062113,696113.5％ 

PＨｌＬｌＰＰ１ＮＥＳ 2,60012,972114.3％ 

SlNGAPORE 1７２７１１20,624119.4％ 

TＡｌＷＡＮ 15,985117,39318.8％ 

THAlLAND 7,1401９，０２９１26.5％ 

出所＝半導体総合研究所

アジア８カ国半導体推定消費額
（１００万ドル）

９３年’９４年｜変化率

CＨＩＮＡ 1，００８１1,431141.9％ 

アジアと日本、高まる相互依存

日本とアジアの半導体を含めた電子産業は、今後ま

すますいろいろな面で結びつきが増えよう。この接近

は欧米に比べ地理的に近い面もあるが､相互にとって

市場としてあるいは生産や貿易を通じてアジア、日本

の半導体、電子産業に大きな影響を与えよう。ここ当

面アジア地区が世界の半導体市場のなかで最も高い成

HONGKONG 3２１２１3,8921２１２％ 

KOREA 2,95513,5461２００％ 

MALAYSlA 1０７５１１，４８６１38.2％ 

PＨＩＬｌＰＰｌＮＥＳ 4７０１７３７’５６８％ 

S1NGAPORE 3,79915,419142.6％ 

TＡｌＷＡＮ 4,68215,903126.1％ 

THAlLAND 5８０１８１３１40.2％ 

出所＝半導体総合研究所

長を示すというのが一般的な見方であり、なかにはいずれは日本を市場規模で追い抜くという見方

もある。半導体総合研究所は、１９９７年までの日本を含めたアジア諸国の電子機器生産、輸出、

輸入、国内消費さらに関連した半導体消費の予測を行ったが、アジアでの伸び率は高いものの、日

本のそれを上回るということは９７年までは発生しないと予測している。

半導体の生産拠点としてのアジア

１）コスト的な利点

アジアの役割はかつて労働集約的な半導体の組立。検査の世界的な拠点と位置づけられていた。

廉価な労働力を確保するには世界的には必ずしもアジア地区でなく例えば中南米等他の地域もある

が、米国産業はアジア地区で１０万人程度の雇用を確保、それは日系に比べ約一桁近く大きいこと

は、当地区での労働力が他の地域に比べ評価されている結果であろう。今後もコスト引き下げを目

的に当地区での半導体生産は増加しよう。日系半導体メーカーで東南アジアで最大の生産数量を誇

るロームは、主力が低価格の半導体であることから組立は不採算製品を全面的に国内からアジアに

移管することを決め、国内のロームグループでは、従来組立を行っていた会社が前エ程を行うよう

になってきている。日立製作所は、９４年に子会社の東部セミコンダクタに約１００億円でＭＰＵ

専用ラインを設置、好調なＳＨシリーズの増産を図っているが、これも子会社の体質強化策といえ

よう。

２）消費地生産

アジアでの半導体消費が増え、現地で消費される半導体は現地で生産という例も増えている。代

表例は、日本電気で、海外販売額に対壜する海外生産比率を世界ベースで半分とする目標を掲げアジ

アではマレーシアでチューナー用高周波トランジスタやマイクロ波ＩＣの生産を開始、シンガポー

ルでは４Ｍに加えて１６ＭＤＲＡＭの生産を増強して旺盛な現地需要に直接供給しているd

-6-

SRL7hejmpacfofEmeﾉﾛﾉngAsjanMaﾉkefPa/Ｔ２ ．（株）半導体総合研究所１９９５年４月著作権所有(O）

９３年 ９４年 変化率

CM NＡ 23,308 31.010 ３３．０％ 

HＯ ＧＫＯＮＧ ８．５０ 8.945 5.2％ 

KＯ EＡ 1８０ 1４８ 6％ 

Ⅱノ AYSIA ０６２ 696 5％ 

P｝ LＩＰＰｌＮＥＳ 600 972 3％ 

Ｓ’ GAPORE 271 624 4％ 

TＡＩＷＡＮ 9８５ 393 8.8％ 

アジア８カ国電子産業推定生産箱
(弓００万ドル）

THAlLANDア,１４０１９，０２９１２６５%’
出所＝半導体総合研究所

９３年 ９４年 変化率

アジア８カ国半導体推定消費
(１００万ドル）

C}ⅡNＡ1,00811,4311419%’ 

KOREA 955 

MALAYS:Ａ ０７５ 

PＨｌＬｌｐＰＩＮＥＳ 470 

SINGAPORE ７９９ 

TＡｌＷＡＮ 4,682 

THAILAND ５８０ 

HONGKONG3,21213,892 

出所＝半

７３７ 

21.2％ 

20.0％ 

３８２％ 

56.8％ 

42.6％ 

26.1％ 

４０２%l 
iA合研究所



３）日本への輸入

アジア９カ国から日本への半導体輸入は９４年で前年比５８９％増の２，９２６億円と急増した。

これは日本の輸入の半分を占め、輸入全体での構成比は前年から７ポイントも上昇した。アジア9

カ国からの輸入のうち韓国からが９４年で５７’３％、台湾からが１３，３％を占め、これらは地元

メーカーからの輸入がほとんどを占めているとみられる。それを除く残りの３割は、日系メーカー

の逆輸入が中心とみられ前年比３５％増となった。しかし、日本の消費に占める比率は微々たるも

ので、これは半導体の品不足で輸入する余裕がなかったことや、国内の組立工場との競合をなくす

ために輸入に消極的な企業も少なくないことが反映していよう。この面では輸入が急増している家

電産業と違う側面をみせているが、このところの顕著な円高、今後品不足が解消されたときは国内

に日系の逆輸入製品が大量に入ってくる可能'性が高い。ただし、家電のような価格破壊は、世界で

共通的に使われ価格も内外格差が少ない半導体では発生する可能性は低いとみられる。欧州のよう

に輸入関税で強制的に価格差を発生させるようなやり方はアジアと日本の間では存在せず、両地域

間では輸出、輸入、現地単産それぞれますます活発となっていくとみられる。

アジアの発展と日本の対応

電子産業だけでみても、アジア地区の生産が増えれば日本から半導体や電子部品の輸出が増える。

いうまでもなくアジアは発展途上であり「地域単独」「自己完結型」の成長は限界がある。２１世

紀に向かって産業基盤は整備され「自己完結」の度合いが高まるか、これに対する回答は時間を要

しよう。コンピュータ産業で大型コンピュータからパソコンに重心が移動していることにみられる

ようにかつての垂直統合、閉鎖型の産業構造から開放型，外部調達、組み合わせ技術が威力を発揮

する。変化は急であり、そのような環境にアジアの成長は適合している。

見方を変えれば日本や欧米は、変化に応じられるアジアの活力を必要としている。関連した企業

が成功するは、このような時代の変化、技術の変化を経営に活かすことが必要だろう。その機会は、

広く与えられている。世界的な競争激化のなかにあってアジアを中心に変化は加速されよう。

－７－ 

(株）半導体総合研究所１９９５年４月著作権所有(C）SRLｍｅ/mpacfofEmeﾉﾛﾉﾉﾌｇＡｓｊａｎＭａｒｋｅｌＲａ〃２




